３０若総高第１６０４号

平成３１年　３月２９日

平成３０年度東京都立若葉総合高等学校　学校経営報告

校長　濱田　准一
１ 今年度の教育活動及び重点目標への取組と自己評価
（1） 学校経営【Ｂ】
①　分掌組織のマネジメントサイクル（ＰＤＣＡ）を学期毎に報告させ、課題解決に向け主幹教諭や分掌主任を中心とした組織的な学校運営を構築した。学校評価アンケートにおける保護者の学校満足度は９３％を得た。
②　職場内ＯＪＴが活発になり、教員相互の授業参観や分掌業務等学びの機会を増やし、若手教員等の育成を推進した。総合学科教育の充実を図るため、総合学科の研究大会にのべ１６名の教員を派遣した。
③　防災教育､環境教育､稲城市ＰＴＡ主催の高校説明会等、地域関係機関と連携をし成果をあげた、今後もさらなる地域貢献活動の拡充が課題である。
④　オリンピック・パラリンピック教育の中でのパラクライミングの世界大会王者の講演、パワーアップハイスクールでの体力増強等、生徒の意識を向上させる動機付けとなった。
⑤　各教科における教材の共有化、会議の設定時間・資料のペーパーレス化等により、業務の効率化と教職員の働き方改革への意識付けを促進した。
（２）学習指導【Ｂ】
①　教員相互の授業参観、教科の打合せ等により、教科全体で授業力向上に向けた取組を行った。「主体的・対話的で深い学び」を意識して、アクティブ・ラーニング型授業を取り入れる教員が増加した。
②　「ゆめナビプロジェクト」研究校として、学習到達度テスト及びオンライン個別学習教材の活用により、個々の生徒のつまづきを克服するための指導の充実を図った。個々の生徒の学力を把握、分析するための個別の生徒カルテの開発及びそれを活用した組織的な指導体制の構築が課題である。
③　週１回放課後に英数国の３科のチューターを置き、生徒の自学自習の促進を図った。チューターが来校する日は、自習室の利用率が高まった。
④　長期休業日中の講習の目標講座数、時間数は達成できなかったが、苦手科目の基礎固め、興味関心の高い生徒の発展的学習に結びついた。
⑤　図書貸し出し数は４０００冊を超えた。マイプロジェクトにおける調査・研究のほか、ビブリオバトル、読書強化月間、モーニングワークなどを通して、読書をする機会を増やし、、生徒の言語能力の向上を図った。

⑥　1年間の海外留学プログラムに1名の生徒が参加した。
（３）生活指導【Ｂ】
1 生活指導部が中心となり、挨拶の励行、身だしなみ指導を行い、生徒の規範意識の醸成を図った。全校体制による指導の徹底が課題である。
②　ノーチャイム・ノー放送、定刻の授業開始により、生徒の時間厳守、自己管理意識を育成した。また、年次による定期的な遅刻指導の実施により、遅刻者数が３％に減少した。
③　SNS利用モラール向上について、外部講師による講演会を始め、全校集会等で繰り返し指導を行った。しかし、生徒は当事者意識が依然低く、様々な課題が残った。指導を強化し継続する必要がある。
④　年３回のアンケート調査により諸課題を的確に把握し、適宜、学校いじめ対策委員会を招集し、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に取り組んだ。教職員間の情報共有が進み、全校体制での取組みに結びついた。

（４）進路指導【Ａ】
①　AO・推薦ゼミや論文・面接指導、就職対策指導など進路指導部が中心となって計画的・組織的な指導を行い、進路決定率９６％（目標値９４％以上）を達成した。一部、担任と進路指導部との情報共有について課題が残った。
②　「産業社会と人間」から「総合的な学習の時間（マイプロジェクト）」に至る系統的なキャリア教育を計画通りに行うことができた。生徒の実態に合わせた内容の改善を次年度以降実施していく。
③　インターンシップ（就業体験）等により、職業観、勤労観、自己理解を深めさせた。
④　漢字検定、英語検定、パソコン検定、簿記検定等に挑戦し、合格者は自信につながった。さらなる検定受検者の増加が課題である。
（５）特別活動・部活動【Ｂ】
①　ロングホームルームの中で、年次行事等を計画し、協調性やコミュニケーション能力向上を図ることができた。
②　体育祭、文化祭において、実行委員が主体的に運営し、全生徒が参画意識をもって臨み、達成感を得ることができた。行事を通して育てたい資質・能力を明確にし質的向上を図ることが課題である。
③　部活動の活動方針を策定し、活動日・活動時間の見直しや部活動指導員の活用を行い、適正な活動を促進した。部活動の意義について改めて学校全体の共通理解を深めていくことが課題である。
④　「スポーツ特別強化校」部活動（陸上競技部、ソフトボール部）としては、指導教員の交替、部員数の減少等により、十分な成果は上がらなかった。一方、文化部では美術部、映画制作部が全国大会に参加するなど一定の成果が上がった。また、部活動加入率が８０％となり、目標を下回った。部活動の参加率の向上と効率的・効果的な活動の推進が課題である。
（６）安全・健康指導【Ａ】
①　セーフティ教室（年３回）、宿泊防災訓練、避難訓練（年４回）等を通じて、生徒の安全、防災に対する意識を高めることに努めた。
②　週１回の相談委員会で、配慮を要する生徒を早期に把握し、職員会議等にて迅速に情報を共有した。全教職員がカウンセリングマインドを持ち、相談活動を充実させた。
③　発達障害等特別な支援が必要な生徒に対して、コミュニティアシスト講座を勧めたり、合理的配慮を行ったりした。
④　パワーアップハイスクール指定校として、体の使い方について実技を伴う講演会を実施し、生徒に心身の健康の保持・増進を意識づけた。
（７）募集・広報活動【Ｃ】
①　学校説明会､出張説明会、出前授業を積極的に行い、本校の特徴を伝えた。参加者数は微増であったが、入試応募倍率には結びつかなかった（推薦：１．５８倍、学力：１．０５倍）。今後は、学校説明会の形態の改善、塾対策の強化を行っていく。ホームページの更新は項目によって偏りがあったが、個別相談の案内、予約システムは効果的であった。

②　稲城市中学校関係者及び本校ＰＴＡとの連携により、近隣の３４校の高校合同説明会を本校を会場として実施した。次年度以降も継続的に実施していく。
（８）経営企画室運営【Ｂ】
①　自律経営推進予算の執行状況について、第３四半期予算執行率は８６％、一般需用費のセンター執行率は５９％となり、目標を超える結果となった。
②　学校の募集・広報活動において、経営企画室と教務部とが連携を図って取り組むことができた。
２　数値目標のに対する実績と自己評価
（１）学校運営

	項目
	平成３０年度の目標値
	平成３０年度の成果等

	総合学科関係研究会への教員参加
	１０名以上
	１６名

	初任者等若手教員学習会の実施
	６回以上
	８回

	教員相互の授業参観
	２回以上
	２回以上

	保護者の学校満足度
	９０％以上
	９３％


（２）学習指導
	項目
	平成３０年度の目標値
	平成３０年度の成果等

	長期休業日における講習
	５０講座・５００時間以上
	２４講座・１８８時間

	生徒の授業満足度
	必履修科目７５％以上
選択科目９０％以上
	必履修選択科目　７７％
総合選択科目　　８２％

自由選択科目　　８１％

	図書貸し出し数
	３０００冊以上
	４０１２冊

	各種検定の合格者数及び受検者数

	検定名称・級等
	平成３０年度の目標値
	平成３０年度の成果等

	漢字検定【準２級以上】
	１０名以上
	　８名

	英語検定【準２級以上】
	１０名以上
	３名

	パソコン検定【３級以上】
	１０名以上
	１７名

	日本語ワープロ検定【３級以上】
	１０名以上
	１７名

	簿記検定【３級以上】
	５名以上
	６名


（３）生活指導
	項目
	平成３０年度の目標値
	平成３０年度の成果等

	遅刻生徒数
	３％以下
	３％

	部活動加入率
	８５％以上
	８０．４％

	関東大会出場レベル部活動
	２部以上
	　２部


（４）進路指導
	項目
	平成３０年度の目標値
	平成３０年度の成果等

	進路決定率
	９４％以上
	９６％

	大学・短大進学率
	６０％以上
	４７％


（５）募集・広報活動
	項目
	平成３０年度の目標値
	平成３０年度の成果等

	学校見学会・学校説明会・個別相談会の参加者
	２０００名以上
	２４８７名

	文化祭来場者
	２５００名以上
	２３２５名

	中学校・学習塾への学校説明訪問
	１００校以上
	８３校

	ホームページ更新
	２００回以上
	１８０回

	推薦に基づく入学選抜応募倍率
	２．４倍以上
	１．５８倍

	学力に基づく入学選抜応募倍率
	１．４倍以上
	１．０５倍


（６）経営企画室の経営
	項目
	平成３０年度の目標値
	平成３０年度の成果等

	第３四半期、予算執行率
	７０％以上
	８６．３％

	センター執行率
	４５％以上
	５８．８％


【総合評価　Ｂ】

※自己評価について
　【Ａ】：目標を高度に達成した

　【Ｂ】：目標を概ね達成した

　【Ｃ】：目標達成までもう一歩であった

　【Ｄ】：目標をほとんど達成できなかった
PAGE  
1

